
桜座一家「静御前〜うすずみ色の月」 
 
	 秋山シュン太郎氏の企画・制作の舞台として、これまではケセラ・セラとしてのミュー

ジカルしか私は拝見したことがありませんでした。しかもその題材は出演者たちの日常や

仕事上の悩みや問題など身近な事が中心であり、それはそれで楽しいものだったと覚えて

おります。 
	 今回の舞台はこれまでのものとはガラリと変わったものでした。題材は源義経と静御前

の出会いと別れ、それを乙女遣いと語り、さらに謡いも加わり、最後には白拍子が舞い踊

るという情緒たっぷりの豪華なものでした。幕開けが閻魔さまのお白州の場というのは少

し場違いという感じもしましたが、静御前なる人物の説明にはなんらかの仕掛けが必要で

しょうからうなづけるものでしょう。 
	 芝居全体としては人形遣いも語りも流石に巧みで赤ん坊の生死をめぐる場面は胸にグッ

とくるものがあり、見ごたえのある舞台でした。 
	 また今回の舞台の特徴は、人形と語りの共演、競演ですので、その事について少し考え

てみました。日本での現代人形劇の歴史はまだ 100年にもならないですが、その表現の幅
はどんどん広がっており、いまや何でもありというところでしょうか。 
	 身のまわりの「もの」をなんでも人形に見立てて表現する方法は言うに及ばず、指だけ

でする、既製のぬいぐるみや置き人形でする、果ては主人公の造形としての人形は登場せ

ずに結末をむかえてしまうとか・・・・etc etc 
	 何でもあれの人形劇界ですから何を用いようと、どんな方法で表現しようと、それは全

くの自由であることは言うまでもありません。そしてその結果一番大事な事は何なのか、

それは見ている観客が違和感をもたず、どれだけ舞台を共有できるかでしょう。その表現

方法がその登場人物の性格や意思をどれだけ正確に伝えられるかでしょう。当たり前の事

ですが、中々客観性を持って的確な方法を探る事は難しいと思います。 
	 桜座一家さんの舞台は主人公を一体だけ人形を用い、後は語りが主というシンプルな形

でしたので、大変解りやすく良かったです。 
	 これからもいろいろな形式の舞台を楽しみにしております。 
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